
 
 
 
 
 

 
 
 
   
 

 

 
   

   

 
2.平成25年12月期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純損失であるため、記載しておりませ

ん。 
  

 
   

     

 
 
   

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 
   

平成25年12月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
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上 場 会 社 名 KLab株式会社 上場取引所 東
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代  表  者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 真田 哲弥
問合せ先責任者 (役職名) 取締役IR室長 (氏名) 中野 誠二 (TEL) 03-4500-9077

四半期報告書提出予定日 平成25年１月11日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有

四半期決算説明会開催の有無 ：有 (機関投資家・アナリスト向け )

(百万円未満切捨て)

１．平成25年12月期第１四半期の連結業績（平成24年９月１日～平成24年11月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第１四半期 3,546 ― △212 ― △154 ― △159 ―
24年８月期第１四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

(注) 包括利益 25年12月期第１四半期 △169百万円 24年８月期第１四半期 ―百万円

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年12月期第１四半期 △6.39 ―
24年８月期第１四半期 ― ―

(注)1.平成25年12月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成24年８月期第１四半期の数値及び対

前年同四半期増減率については記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年12月期第１四半期 6,538 2,784 42.4
24年８月期 ― ― ―

(参考) 自己資本 25年12月期第１四半期 2,771百万円 24年８月期 ―百万円

(注)平成25年12月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成24年８月期の数値ついては記載してお

りません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年８月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年12月期 ―

25年12月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年12月期の連結業績予想（平成24年９月１日～平成25年12月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,289 ― △6 ― △4 ― △4 ― △0.16
通期 33,011 ― 5,000 ― 4,982 ― 3,088 ― 123.89

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

・当社は平成25年12月期第１四半期より、従来の単体決算から連結決算へと移行いたしました。詳細は、添付資料P.2「(３)連結業績

予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

・平成25年12月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期及び対前年同四半期増減率については

記載しておりません。



  

 

 

   
   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

(注)詳細は、添付資料P.4「２．（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P.4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期財連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適

用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(注)第１四半期連結会計期間より減価償却の方法を変更しており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な

場合」に該当しております。詳細は、添付資料Ｐ．4「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項(3)会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年12月期１Ｑ 26,329,000株 24年８月期 26,050,000株

② 期末自己株式数 25年12月期１Ｑ 1,154,400株 24年８月期 1,124,300株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期１Ｑ 24,982,531株 24年８月期１Ｑ 24,741,742株

（注）平成24年２月１日付をもって、株式１株につき５株の株式分割を行っております。 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時点において、四半

期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
1.当社は、平成25年12月期第１四半期連結会計期間に子会社の重要性が高まったこと及び新たな子会社の株式を取得したため平成25年

12月期第１四半期決算より四半期連結財務諸表を作成しております。 

2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の情報に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、長期化する円高の影響に加え、欧州の財政危機、

中国をはじめとする新興国経済の成長率鈍化等による世界経済の減速の影響により、依然として先行き

不透明な状況が続いております。 

 当社グループを取り巻く事業環境としては、フィーチャーフォンからスマートフォンへの移行が急速

に進んでおります。国内における平成24年10月における個人のスマートフォン所有比率が39.8%とな

り、同年5月における29.8%からわずか5ヶ月で約10ポイントの伸びを示しました（出所：株式会社イン

プレスR&D「スマートフォン/ケータイ利用動向調査2013」）。海外におけるスマートフォンの普及速度

はさらに速く、今後はスマートフォンが携帯電話端末の中心となることが予想されます。 

 このような事業環境の中で、当社グループは、これまで事業の中心となっていたSNS（※）プラット

フォーム向けブラウザーゲームに止まらず、スマートフォンやタブレット端末を対象としたApp Store

やGoogle Play向けネイティブアプリの提供を前事業年度から開始しており、これらの提供割合が増加

しております。当第１四半期連結累計期間において、当社グループがサービスを開始した新規ゲームの

半数以上がネイティブアプリとなりました。 

 グローバル市場におきましては、App StoreとGoogle Playにそれぞれ１本ずつの新規ゲームの提供を

開始し、本格的な進出を果たしました。また、平成24年11月には中国上海にKLab Chinaを設立し、将来

的な中国市場向けサービス提供を視野に、日本向け及びグローバル向けゲームの開発を開始しておりま

す。 

  

当第１四半期連結累計期間に投入した新作ゲームのリリースは、開発の遅れなどにより当初の予定よ

り本数、時期ともに遅延が生じました。しかしながら既存作の売上がカバーし、当第１四半期連結累計

期間の売上計画は達成することができました。 

 また、グローバル展開の推進、スマートフォンネイティブアプリ開発への先行投資のため、人件費及

び外注費が大幅に増加しており、計画に対して営業損失が増加いたしました。 

  

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は3,546,082千円、営業損失212,277千円、経

常損失154,086千円、四半期純損失159,622千円となりました。 

  

※:SNS：Social Networking Service：社会的ネットワークをインターネット上で構築するサービス 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

当第１四半期連結累計期間において当社グループが提供を開始した新規ゲームは11本となりまし

た。そのうち２本はグローバル向けの作品であり、平成24年９月に世界154のApp Storeより提供を開

始した「Lord of the Dragons」と、平成24年11月に欧米版Mobageを通じてGoogle Playに提供を開始

した「Eternal Uprising」です。「Lord of the Dragons」は一時、米国App Storeの無料ゲームラン

キング1位を獲得し、平成24年11月にはiPad版の提供も開始しました。「Eternal Uprising」は国内

Mobageに提供している「神壊のレクイエム」をグローバル向けにカルチャライズして提供する初めて

のゲームとなります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（ゲーム事業）
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 また、当第１四半期連結累計期間から、他社と共同開発したゲームを「KLabGames」ブランドで

サービス提供することを開始しており、株式会社アカツキとの共同開発による「シンデレライレブ

ン」を国内Mobageに、株式会社Magic × Lampとの共同開発による「アークソウル」を国内App Store

に提供しております。 

 その他に当社が提供を開始した４本のゲームと、連結子会社であるメディアインクルーズ株式会社

が提供を開始した２本のゲームを加え、当第１四半期連結累計期間において新たにサービスを開始し

たゲームは合計11本となりました。 

 この結果、当セグメントの売上高は3,242,774千円、セグメント利益は898,687千円となりました。

  

当第１四半期連結累計期間におきましては、大手企業のモバイル公式コンテンツサイトのインフラ

運用を中心とした受託開発のほか、携帯電話・スマートフォン向け高速メール配信エンジン「アクセ

ルメール」や個人情報検出ツール「P-Pointer」の販売、ソーシャルアプリプロバイダー向けホステ

ィングサービス「DSAS Hosting for Social」の提供を行ってまいりました。 

 また、平成24年11月から位置情報を利用して自動的に“帰るメール”を送信できるiPhone向けアプ

リ「Sweet Home」の提供を開始し、ゲーム以外の新規事業についても可能性を模索しております。 

 この結果、当セグメントの売上高は303,307千円、セグメント利益は91,635千円となりました。 

  

（資産の部） 

 当第１四半期連結会計期間末における資産合計は6,538,412千円となりました。 

流動資産合計は4,043,444千円となり、これは主に、現金及び預金1,813,829千円、売掛金1,738,604

千円によるものであります。 

固定資産合計は2,494,967千円となり、これは主に、無形固定資産905,937千円、敷金及び保証金

637,284千円によるものであります。 

（負債の部） 

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は3,753,782千円となりました。 

流動負債合計は3,580,601千円となり、これは主に、短期借入金2,156,250千円、買掛金515,093千円

によるものであります。 

固定負債合計は173,181千円となり、これは主に長期借入金152,812千円によるものであります。 

（純資産の部） 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,784,629千円となり、これは主に、利益剰余金

1,833,579千円によるものであります。 

  

 なお、当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前会計年度末比は記

載しておりません。 

  

 当第１四半期連結会計期間より、KLab Global Pte. Ltd.、KLab Cyscorpions Inc.、KLab America,

Inc.について今後の重要性が増すと考えられること及びメディアインクルーズ株式会社、KLab Chinaの

（その他事業）

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

KLab㈱（3656） 第14期第1四半期決算短信

2



株式を新たに取得したことにより、連結財務諸表を作成することとなりました。しかしながら、子会社

を連結したことに伴う当期の連結業績に与える影響は軽微であるため、平成24年10月15日開示の個別業

績予想の金額を連結業績予想として開示いたします。また、国際分業体制の推進により、子会社おける

開発費の計上やグローバル向けサービス売上の計上が発生しており、当社事業の状況はグループ全体で

把握する必要があると判断いたしましたので、個別業績予想に関しては取り下げます。   

KLab㈱（3656） 第14期第1四半期決算短信

3



該当事項はありません。 

  

税金費用の計算   

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

  

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年９月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。  

 なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,813,829

売掛金 1,738,604

その他 497,526

貸倒引当金 △6,515

流動資産合計 4,043,444

固定資産  

有形固定資産 394,000

無形固定資産  

のれん 364,175

その他 541,762

無形固定資産合計 905,937

投資その他の資産 1,195,029

固定資産合計 2,494,967

資産合計 6,538,412

負債の部  

流動負債  

買掛金 515,093

短期借入金 2,156,250

賞与引当金 69,882

その他 839,374

流動負債合計 3,580,601

固定負債  

長期借入金 152,812

その他 20,369

固定負債合計 173,181

負債合計 3,753,782

純資産の部  

株主資本  

資本金 928,565

資本剰余金 624,320

利益剰余金 1,833,579

自己株式 △604,800

株主資本合計 2,781,664

その他の包括利益累計額  

為替換算調整勘定 △10,348

その他の包括利益累計額合計 △10,348

新株予約権 5,442

少数株主持分 7,871

純資産合計 2,784,629

負債純資産合計 6,538,412

KLab㈱（3656） 第14期第1四半期決算短信
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
四半期連結損益計算書 
第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年９月１日 
 至 平成24年11月30日) 

売上高 3,546,082

売上原価 2,555,759

売上総利益 990,322

販売費及び一般管理費 1,202,600

営業損失（△） △212,277

営業外収益  

受取利息 335

為替差益 54,582

その他 5,866

営業外収益合計 60,784

営業外費用  

支払利息 2,405

その他 187

営業外費用合計 2,593

経常損失（△） △154,086

特別損失  

固定資産除却損 12

特別損失合計 12

税金等調整前四半期純損失（△） △154,098

法人税等 2,600

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △156,699

少数株主利益 2,923

四半期純損失（△） △159,622
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四半期連結包括利益計算書 
第１四半期連結累計期間 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年９月１日 
 至 平成24年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △156,699

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △12,427

四半期包括利益 △169,127

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △172,120

少数株主に係る四半期包括利益 2,992
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成24年11月30日) 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社グループは、モバイルオンラインゲームを提供する「ゲーム事業」、PC・モバイルのWebサイト

開発・統合・移管、大規模・高負荷対応インフラ「DSAS（ディーサス）」サービスの提供、受託したシ

ステム・コンテンツサイト・共同コンテンツサイトの運営、培った技術やノウハウの製品化・ソフトウ

エアパッケージやアプリケーションサービスとしての提供などから構成される「その他事業」を主たる

事業としております。 

 したがって、当社グループは、サービスの提供形態を基礎とした事業別のセグメントから構成されて

おり、「ゲーム事業」「その他事業」の２つの報告セグメントに分類しております。 

  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため、差異調整は行っておりません。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 ゲーム事業セグメントにおいて、平成24年９月３日付でメディアインクルーズ株式会社の発行済

株式総数の100％の株式を取得し、同社を連結子会社といたしました。なお、当該事象によるのれん

の増加額は、当第１四半期連結累計期間においては307,101千円であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント 四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注）

ゲーム 
事業

その他事業

売上高

  外部顧客への売上高 3,242,774 303,307 3,546,082

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

－ － －

計 3,242,774 303,307 3,546,082

セグメント利益 898,687 91,635 990,322
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当第１四半期連結累計期間(自  平成24年９月１日  至  平成24年11月30日) 

配当に関する事項 

該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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